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1.  事業概要 

 

  事業の背景  

 

 平成 24 年 7 月の再生可能エネルギー電気の固定価格買取制度（FIT）の運用開始以降、

大規模な木質バイオマス発電施設の増加に伴い、燃料材の利用が拡大しています。一方

で、燃料の輸入が増加するとともに、間伐材・林地残材を利用する場合でも、流通・製造

コストがかさむなどの課題がみられるようになりました。 

 このため、森林資源をエネルギーとして地域内で持続的に活用するための担い手確保か

ら発電・熱利用に至るまでの「地域内エコシステム」（地域の関係者連携のもと、熱利用

又は熱電併給により、森林資源を地域内で持続的に活用する仕組み）の構築に向けた取り

組みを進める必要があります。 

 

 

  事業の目的  

 

 「地域内エコシステム」モデル構築事業のうち実施計画の精度向上支援（以下、本事業

という）は、林野庁補助事業「令和３年度木材需要の創出・輸出力強化対策のうち「地域

内エコシステム」推進事業」のひとつとして実施されました。 

本事業は、「地域内エコシステム」の全国的な普及に向けて、既に F/S 調査（実現可能

性調査）が行われた地域を対象として公募により選定し、選定地域における同システムの

導入を目的として、地域の合意形成を図るための地域協議会の運営支援を行いました。ま

た、協議会における検討事項や合意形成に資する情報提供、既存データの更新等に関する

調査を行いました。 

 本書は、群馬県みどり市「地域内エコシステム」モデル構築事業の実施内容等をとりま

とめたものです。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

「地域内エコシステム」とは 

～木質バイオマスエネルギーの導入を通じた、地域の人々が主体の地域活性化事業～ 

 

集落や市町村レベルで小規模な木質バイオマスエネルギーの熱利用または熱電併給によっ

て、森林資源を地域内で持続的に活用する仕組みです。これにより山村地域等の活性化を実

現していきます。 

「地域内エコシステム」の考え方 

• 集落が主たる対象（市町村レベル） 

• 地域の関係者から成る協議会が主体 

• 地域への還元利益を最大限確保 

• 効率の高いエネルギー利用（熱利用または熱電併給） 

• FIT（固定価格買取制度）事業は想定しない 

図 1-1 「地域内エコシステム」構築のイメージ 

【地域協議会】
事業の理解・合意形成
主体意識づくり

川上：燃料供給

川中：燃料製造
川下：エネルギー利用



 

  事業スケジュール  

 本事業における全体スケジュールは、下記のとおり、採択地域が決定後、地域の支援等

をすすめ、翌年３月に成果報告会を開催し、本書をとりまとめました（表 1-1）。 

 

表 1-1 事業全体スケジュール 

公募期間 令和 3 年 5 月 24 日（月）から令和 3 年 6 月 18 日（金） 

審査結果通知 

（採択地域決定） 
令和 3 年 7 月上旬 

第 1 回地域集合研修 

（事業説明会） 

令和 3 年 7 月 12 日（月）13：30～15：30 

（Zoom によるWeb 開催） 

第２回地域集合研修 

（専門家による講演・ 

地域の取組報告） 

《テーマ１》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）9：30-12：30 

「地域における様々な連携による木質バイオマスエネルギー利用」 

森林総合研究所 九州支所 森林資源管理研究 G  

主任研究員 横田 康裕氏 

《テーマ２》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）14：00-17：00 

「ESCO・民間協力による木質バイオマスエネルギー利用」 

株式会社バイオマスアグリゲーション 

代表取締役 久木 裕氏 

《テーマ３》 

令和 3 年 12 月 2 日（木）14：00-17：00 

「木の駅や未利用材活用の取り組み」 

一般財団法人 学びやの里 

事務局長 江藤 理一郎氏 

《テーマ４》 

令和 3 年 12 月 3 日（金）14：00-17：00 

「計画的な木質バイオマスボイラー導入に向けて」 

岩手大学 農学部 森林科学科 

准教授 伊藤 幸男氏 

（全て Zoom によるWeb 開催） 

成果報告会 

（25 地域の成果発表） 

令和４年 3 月 1 日（火）から 3 月 31 日（木） 

（パワーポイント録画発表を Web 公開） 

 



 

 

図 1-2 事業全体スケジュール 

 

  



 

2.  支援内容等とりまとめ 

本事業による支援内容等について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。 
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打合せ記録 

相手先 みどり市市役所 および 市内関係者 

テーマ 
１．現地確認 

２． 今後の実施スケジュール 
作成者：後藤 

日 時 2021/8/3（火）11:00～   

場 所 みどり市一円 

聞き手 日林協 旗生、牧野 / 森エネ 小川 後藤 

1. 現地調査 

【ボイラ導入候補施設：かたくりの湯】現在の所在地：群馬県みどり市笠懸町鹿 250 

・ 令和 7～8年を目途に移転するが、施設の性格は変えず、市民の利用を主に考えている（当初

は PFIを想定していたが、市が主体となることが決定した） 

・ 市内の温浴施設閉鎖による利用者の流動やフットパス訪問者といった観光客利用を見込み施

設規模を現状の 1.1～1.2倍にする 

・ 施設を移転した際に木質バイオマスボイラのハイブリット利用を検討 

 

図 1.主要施設・施設予定地の位置関係図 

出所：Googleマップに追記 

注：オレンジのマップピン：「かたくりの湯」移転候補地 

※支配人の意向 

・ トラブルが生じにくい設計をしてほしい 

・ できればハイブリットではなく、どちらかに絞って使いたい 

 

【ボイラ導入候補施設：高齢者社会福祉センター】所在地：群馬県みどり市東町花輪 114-3 

・ 2台中、現在故障しているボイラ：重油焚ボイラーを更新予定。 

・ 残る現在稼働しているボイラの更新のタイミングに合わせ、木質バイオマスボイラの導入を

検討 

・ 設置場所（案） 

a：社会福祉協議会駐車場：面する道および施設への入り口が狭い。シルバー人材センター東

移転候補先
※２か所あり
（源泉近く）

かたくりの湯
現在の所在地

大きな道に面
している

フットパス：市外より、
散歩を目的とした
訪問者あり

支援学校：将来的に
薪製造をお願いでき
るのでは
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支所の倉庫の移動が必要か 

b：みどり市東健康センター：土地は借地。大きな車道に面しており、チップの搬入に適して

いる。既存の施設を更地にして木質バイオマスボイラ設置か。 

 

図 2.木質バイオマスボイラ設置候補地 

出所：Googleマップに追記 

 

【わたらせ薪倶楽部：K氏】 

① K氏について 

・ 旧行政マン 

・ あずま町地域ビジョンへ提案書を提出する

予定。 

➢ 週末林業を提案 

② 地域の特徴 

・ 旧東村：人口 1,800人、そのうち山持ちは

1/3程度。山林は 4~5ha。林業、石切が基幹産業

だった。過疎指定地域。分収林契約あり。 

・ 旧大間々町：人口 2万数千人。小規模な山林所有が多い。 

・ 旧笠懸町：人口 3万人。天神山や鹿田山の整備にボランティアが入っている。フットパ

スを整備する際に出たナラ、クヌギ、カシを薪倶楽部がもらった。 

・ 森林整備に関心のある人は高齢者が多く、自伐型林業の環境を整備しても果たして実際

に動くかは不明 

➢ 自伐型林業：勉強会などは受講する人がいるだろうが、設備補助等を整備しても、

実際に行う人がいるかは不明 

➢ 旧東村から流出した所有者の山林：山の集約が必要ではないか 

➢ ダム整備事業で水没対象となり、旧東村から旧大間々町や旧笠懸町に移り住んだ人

は 80～90代である 

➢ 人口が少ない旧東村に限定するのではなく、人口の多いところ血縁・地縁を辿って
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ボランティア等で作業者を募っていく、そのようなアプローチをしていくと良いの

ではないか 

③ わたらせ薪倶楽部 

・ 構成員 20名（うち、実際に作業に来るのは 12～13名） 

➢ 桐生市 9名、みどり市 9名くらい。前橋市 1名、佐野市 1名、深谷市 1名（桐生市とみ

どり市は役場職員もいる）、若い人もいる。深谷市の人は FB経由で参加 

➢ 動機：木を伐ることが好き、キャンプが好き、森林の活動がしたい 

・ 月 2回活動 

④ 今後の取り組み 

・ 定年間近な人にとって、木の駅は良い取り組みではないか 

・ 桐生市と共に共同で自伐講習を行ってはどうか（実費、森林面積割等で費用負担を分ける） 

・ 広葉樹中心で行う 

・ 参加者がやったらやった分、見返りがあると良い（薪、お金等） 

⑤ 他地域の話 

・ 群馬県みなかみ町について。自伐型林業の研修実施済 

➢ 人が集まり、サークル活動に発展。山持ちの行政マンが中心となり、グループを立ち上

げた 

➢ これからバリバリやろうという人ではなく、①安価に安全講習を受けられるから、②ラ

フティングやトレッキングと組み合わせて冬の副業として参加する人がいた 

・ 軽井沢プリンスホテル：スキー場の裏側は手付かずであったため、夏場の副業で伐採作業を

導入。作業道はバギーやマウンテンバイクユーザーに開放 

 

【わたらせ森林組合地域材加工センター】 

・ 市外に流出する材の受け皿として 2015年に整備（総事業費 4億 5千万円） 

・ 整備したもの：キャンター、チッパー、ペレット製造工場（ただし、おが粉乾燥機は追加で

整備） 

➢ キャンター：規格は径 160～360mmであるが、歩留まりが悪かったため 180mm以上、

360mm以下の丸太をひいている 

・ 生産物：ラミナ、板材、端材チップは、併設工場でペレット化、残る量はそのままパルプ用

に販売している。 

・ 取扱量 5,500m3（うち、地元からも持ち込みは 3,500m3） 

➢ 丸太集めが困難な理由：高く買い取る他所に持っていかれるため 

➢ みどり市の材は、栃木県鹿沼市に持っていく人が多い。24時間受け入れ可能 

・ ラミナ：40 mm×120 mm×3,000 mm（フィンガージョイントがあれば、何メートルでも可） 

➢ 仕分けは人力で行う 

・ 副産物 

➢ バーク：売り先が決まっている。バークたい肥として処理 

➢ 端材：無償で試験的に提供 

➢ おが粉：菌床、敷料として提供 
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➢ チップ：パルプ、ペレット原料。チップの大きさが小さい。（ボイラ利用に適合するかメ

ーカーに確認） 

・ ペレット製造 

➢ 約 1.2t/年販売（販売先はサンレイク 600kg、一般ペレットストーブ 330～320kg、農家

約 300kg） 

➢ 製造ライン：1日 10.3m3より少な目の原料をホッパーに投入→チップ破砕機→ストック

→気流乾燥（110℃）→ペレタイザーで成型（WB10～15％）→冷却 

・ 発電用のチップ原料は、800t程度か。（近隣で予定しているバイオマス発電所が集めている

33,000tの大半は桐生市から。それ以外は足利市、佐野市より） 

 

2. 今後について 

・ ラミナ生産の副産物で生じるチップは、ボイラ利用に不適切（要メーカー確認）。2015年に整

備したモロオカの破砕機を使って端材や小径木を破砕してみてはどうか 

➢ 確認の上、利用が難しい場合はチップ製造設備を新調する？ 

・ 木の駅+かたくりの湯利用：事例も集めて検討できると良い（林福連携も視野に入れる） 

・ 協議会は 2回開催：1回目は関係者ヒアリング、2回目は提案 

 

以上 

3. 所感 

・ かたくりの湯の支配人に、木質バイオマスと A重油のハイブリット利用をなぜ行うのか説明

が必要（①木質バイオマスはあくまでもベース熱源であり、急な熱需要に対応するためハイ

ブリット利用が必要、②ハイブリットにすることで、化石燃料の価格変動に対応した経営判

断ができる等） 

・ 燃料のハンドリングを考慮し、極力負担がないものを選定する必要があるか。（また、林福連

携で薪づくりをするならば、薪ボイラのハンドリングについてレクチャーする必要がある） 

・ 大間々地域や笠懸地域にいる東地域の山林を所有している者をいかに取組に巻き込むのか？

まずは、薪倶楽部のメンバーが中心となり、週末林業の担い手になればよい。薪倶楽部メン

バーの山林所有状況が分かると良い。 
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みどり市における木の駅事業の
概要案(21年11月)

(株)森のエネルギー研究所

1

みどり市での木の駅事業の概要案
背景

• みどり市では、渡良瀬川流域の森林と扇状地にある市街地が存在している。
• 市の特性を活かした森林活⽤の策として、既に木質バイオマスエネルギーによる市内のエネル

ギー転換を推進している。
• 今後、⼀般市⺠も参加可能な森林整備や木材活⽤を目指し、木の駅プロジェクトの⽴ち上げ

を計画している。

2

構想
• 木の駅プロジェクトで素材⽣産業者のほか⼀般市⺠

から丸太を買い取り、薪に加工して市の公共施設に
設置した薪ボイラーで利⽤する。

• 当初は東村エリアを想定するが、３つの旧町村ごとに
設置を目指す。

• 木の駅事務局は副業程度を、薪製造は福祉作業の
⼀環として、それぞれ雇⽤創出をもくろむ。

• 並⾏して、⾃伐型林業の講習、地域通貨ポイントの
発⾏などの取組みを⾏う。

仮定条件
• 原木の購入は6,500円/t(スギ等針葉樹を想定)
• 薪は、年間で最⼤ 約200t(水分30%)を想定

（森林整備計画より）緑︓⼈工林、橙︓天然林

旧
東
村

エ
リ
ア

旧
⼤
間
々
町

エ
リ
ア
旧
笠
懸
町

エ
リ
ア



選別・はい作業 ⽟切り・薪割り

薪ラックへの収納

運
搬

木の駅は、週1回、又は月1回程度で受け⼊れ実施
薪の出荷は週1,2回になるよう、ボイラー側で保管することが望ましい。

木の駅プロジェクト・薪製造のプロセス

棚積み
(半年以上保管) 薪ボイラーで利⽤

(この絵ではﾊﾝﾄﾞﾘﾌﾄで移動)

3

受
け
⼊
れ

計
量

※納品者への
支払いあり

（生産・搬出）

パレット
（必要数）

ハンドリフト
（利⽤先も）

水分計測器、 クレーンスケール
（トラックスケー

ル）

チェーンソー
（２〜３台）

薪の積載（このま
ま乾燥、配送）

ボイラー利⽤先で
の薪の移動

原木および薪の
水分測定

原木および薪の
重量測定

丸太の⽟切り
（40cm薪⽤）、
その他加工⽤

ユンボ
（+ グラップル

ソー）

薪割り機
（1台）

フォークリフト
（1台）

ユニック⾞
（1台）

薪⽤ラック
（20〜50個）

丸太の積み降ろし・
移動
丸太の⽟切り

補助リフト付き
⻑さ1mまで対応

薪を積んだパレットの
移動

薪の配送、現場での
積み降ろし

薪を積み込み輸送
するケース

薪製造販売事業に必要となる機器類



原木供給と薪製造の作業、搬入工程（神奈川県松⽥町の例①）

◆重機等や薪ラックを利⽤した⼯程

5

原木供給と薪製造の作業、搬入工程（神奈川県松⽥町の例②）

◆既にある軽トラックの利⽤や⼈⼿に頼る⼯程

6



原木供給と薪製造の作業、搬入工程（簡素版）

• 土場内の運搬にフォークリフト、外部輸送はトラックで簡素化
• 整備に必要な⾦額は23,900千円と想定。
• その他（舗装・小屋）など、削除や別機器での対応も可能。

◆使⽤する重機、機材、備品等

工程 重機、機材等
設置場所 価格

(千円) 備考
薪製造 薪ボイラー

必須
チェーンソー 〇 ― 300(2台)

薪割機 〇 ― 700 破砕能⼒20t
薪ラック 〇 ― 3,000 100台×3万円

土場内
運搬

フォークリフト 〇 〇 3,600(2台)
ハンドリフターは、
薪ラックの移動グラップル ― ― ―

ハンドリフター ― (〇） 300

外部
輸送

トラック 〇 ― 3,000
2tトラック想定

ユニック⾞ ― ―

その他
舗装工事 推奨 ― 8,000 200㎡程度

トラックスケール ― ― ―
事務所小屋 推奨 ― 5,000

合計額⇒ 23,900

7

薪製造のコストイメージ（簡素版）

• 通常雇⽤では、薪1tあたり21,100円、福祉団体委託では、19,200円となった。
（仮で、⼈件費は半額、作業効率は2/3と想定した。）

• R2年度報告書と同条件でかたくりの湯では、⾚字となるが、
薪ボイラー運転に120万円の⼈件費があることに注意が必要。 8

項目 単価
新規雇⽤ 福祉団体委託

年間⽀出額
(千円)

年間⽀出額
(千円)

原木代 6,500円/t 2,022 2,022
⼈件費 8,000円/日

(福祉は半額で設定)
1,383

(3㎥/⼈日)
1,038

(2㎥/⼈日)

機器維持費 設備費*5% 140 140
消耗品費 685 685

⼀般管理費 ⼈件費*10% 138 104
年間合計 4,368 3,989

1tあたりの⽀出額 21,100円 19,200円
(参考)かたくりの湯での光熱費削減 -1,295 ｰ941

(参考)雇⽤効果 170⼈工/年 250⼈工/年



原木供給と薪製造の作業、搬入工程（徹底版）

• トラックスケール、土場内の運搬にグラップル、外部輸送はユニック⾞で機能を重視。
• 整備に必要な⾦額は44,100千円と想定。
• その他（舗装・小屋）など、削除や別機器での対応も可能。

◆使⽤する重機、機材、備品等

工程 重機、機材等
設置場所 価格

(千円) 備考
薪製造 薪ボイラー

必須
チェーンソー 〇 ― 300(2台)

薪割機 〇 ― 700 破砕能⼒20t
薪ラック 〇 ― 3,000 100台×3万円

土場内
運搬

フォークリフト 〇 ― 1,800
ハンドリフターは、
薪ラックの移動グラップル 〇 ― 10,000

ハンドリフター ― 〇 300

外部
輸送

トラック ― ― ―
4tトラック想定

ユニック⾞ 〇 ― 10,000

その他
舗装工事 推奨 ― 8,000 200㎡程度

トラックスケール 〇 ― 5,000
事務所小屋 推奨 ― 5,000

合計額⇒ 44,100

9

薪製造のコストイメージ（徹底版）

• 通常雇⽤では、薪1tあたり24,300円、福祉団体委託では、22,500円となった。
（仮で、⼈件費は半額、作業効率は2/3と想定した。）

• R2年度報告書と同条件でかたくりの湯では、⾚字となるが、
薪ボイラー運転に120万円の⼈件費があることに注意が必要。 10

項目 単価
新規雇⽤ 福祉団体委託

年間⽀出額
(千円)

年間⽀出額
(千円)

原木代 6,500円/t 2,022 2,022
⼈件費 8,000円/日

(福祉は半額で設定)
1,383

(3㎥/⼈日)
1,038

(2㎥/⼈日)

機器維持費 設備費*5% 640 640
消耗品費 685 685

⼀般管理費 ⼈件費*10% 138 104
年間合計 4,869 4,490

1tあたりの⽀出額 24,300円 22,500円
(参考)かたくりの湯での光熱費削減 -1,892 ｰ1,556

(参考)雇⽤効果 170⼈工/年 250⼈工/年



木の駅の計量と⽀払いについて

11

計量担当
①⾃己申告
②木の駅事務局

支払い
①薪販売後に⽀払い
②計量時に現⾦⽀払
③月締め振り込み

計量・支払
①薪製造後のラック数
②材径から材積測定
③台貫で重量測定

• 簡素/廉価ケースでは、例えば が⼀般的
• 正確/⾼額ケースでは、例えば が⼀般的
• 材径ベース取引の場合、やや手間はかかるが、原木水分の影響がない。

⼀⽅で重量ベース取引の場合、簡易だが、原木水分の影響がある。
（いずれにせよ、針葉樹・広葉樹別の価格設定は必要と思われる）

収納した薪を運搬する様子

収納した薪は、⾞両を使って移動する。
薪製造場所内の移動はフォークリフト等で⾏う。薪製造場所から薪供給

先への移動はトラックで⾏い、トラック荷台への積込はフォークリフトや
クレーンで⾏う。

※クレーンでの吊り作業に対応した既製品のパレット、コンテナは数少な
く、吊り作業できる場合はほぼ特注。

■⻘森県新郷村における様子 ■⻘森県⻄目屋村における様子

12



N村における薪製造現場の工夫

13

様子 製造ラインイメージ

作業台とコンベアを組み合わせたオリジナルの製造ラインを作業員と共に自ら整備
作業員は屈まずに玉切、薪割りができ、生産効率とチェーンソー作業の安全性向上に結び付いた

流通の目安

地域
薪単価

（円/m3）
※原木換算

薪単価
（円/ｔ）
※WB30％

薪製造事業者 製造体制 ⽣産量 備考

新郷村 8,500 17,000 森林組合 1名 4m3/日⼈

原木の買取価格4,000円/m3
ほか、村より2,000円/m3の補助が搬出者
に⽀払われる。（よって、薪そもそもの単価
は10,500円/m3、WB30％のときは
21,000円/t）

⻄目屋村 11,000 22,000
⻄目屋

薪エネルギー
株式会社

3名
9m3/日

(3m3/⼈・
日）

原木購入価格5,500円/㎥
地域熱供給、公共施設の温浴施設に薪を
供給。

道志村 7,500 15,000 NPO法⼈道志
森づくりネットワーク 3名

3m3/日
(1m3/⼈・

日)

原木購入価格︓5,000円/㎥（1m材）
※それ以外︓3,000円（⻑尺・無検知）
役場から別途、作業委託費あり

占冠村 13,000 26,000
（⼀社）占冠村
木質バイオマス

⽣産組合

1名
（+1〜2名応

援）
2〜3m3/

日
使⽤機械︓グラップル、ホイルローダー、薪
割り機（所有者は村）

※スギ原木1㎥ = 0.7t（水分50%） = 0.5t(水分30％)
※薪3tと灯油1kLが熱量換算で等しいため、
灯油80千円/kLと薪28千円/tが経済的に等価

14



21年11月までのまとめ

• 施設整備は、必要最低限＆シェアとしていくのが収⽀計画としても良好
• 全量を間伐材(6,500円/t)としたが、実際は工事⽀障木等の無償品も⼀定数あ

るものと思われる。
（また、薪200tは原木300t相当で、複数の材の調達が理想的）

• 福祉団体での作業効率・委託可能な作業範囲などは、
現時点では仮の数値であり、実証などの検討も良いと思われる。

15

参考資料

16



木の駅プロジェクトの目指すところ
• ⼀般市⺠から木材を購入し、薪等に加工して収入を得る仕組みだが、

形態は地域によって千差万別。
⇒事業の目的・達成度の目安の設定をしていくことが重要。
⇒地域の資源(森・ひと・もの)をシェアして、市⺠で⾃⾛するかどうかがポイント。

• 川上は、伐倒・搬出技術を持つ⼈材育成が重要となる。(搬出技術も複数あり）
• 川下は、薪ボイラーで需要を作ることが多いが、ストーブやパルプ⽤材に販売等も。
• 全体として、⾃治体の⽀援には、技術指導・施業地提供などの他、

事業資⾦の⽀援（地域通貨の発⾏含む）を⾏っていることが多い。

市⺠(従事者)

土木工事
業者

森林組合

木の駅運営者

出荷
代⾦回収

薪ボイラー
(100cm)

市⺠・林家

⾃治体技術⽀援

資⾦⽀援︖ 賃⾦⽀払

原木受入
代⾦⽀払

＜薪製造＞
⽟切り
薪割り

ラック積み

薪ストーブ
(30-50cm)

⽀払

薪配達

チップ工場
⽀払

丸太

17

【共有すること】
バイオマス利⽤によって何が変わるのか
地域内でお⾦を循環させるには（燃料の⽤途、地域通貨）
事業の経済的な⾃⽴、持続可能性

事業化に向けての検討手順

【検討すること】
川上︓ ⼀般市⺠への啓発・技術⽀援、素材⽣産業者などとの連携
川下︓ 薪ボイラーの需要、それ以外の販路開拓（店頭・Web）
全体〜川中︓ 薪製造の主体、流通単価、⾃治体の⽀援内容

18



木の駅 実践事例

19

西粟倉住民
美作市住民
（個人登録者）

美作東備
森林組合

随
時

月1回
村楽

エナジー㈱

薪１トン 13,000円/W.B.50％ →乾燥後 18,200円/t

(薪製造・運搬・ボイラーへの投入費込のコスト）

西粟倉村
役場経由

原木丸太
持ち込み

丸太計量

重量換算に
よる買取り

現金・地域
通貨発行

土場借用代、
計量費支払い

薪製造・
保管

薪運搬・
ﾎﾞｲﾗｰへ投入

エネルギー
費支払い西粟倉村

毎
日

原木１トン（WB50％）
3000円＠現金+

3000円＠地域通貨

地域通貨 オニ券
出典:（一社）ﾌｫﾚｽﾄｯｸ協会HP

よくある課題について
• 林地残材の収集については、

「だんだんと適地が無くなり、集材量が減少する」ということが多い
⇒対応策は下記が考えられる
・常に素材⽣産業者と連携し、⽤地を確保する。
・ある程度、林業そのものへの関与も必要。
※参加者が「飽きる」「⾼齢化して減少する」ことも、他地域でよくあるパターン

• 薪製造も「バイオマスボイラーのみの⽤途では、⼤きい収益にならない」のも課題。
⇒林業そのものに関与し、薪以外の販路を確保（⼜は、薪の販路の拡⼤）
⇒薪製造も効率化、⼜は福祉・教育など他業種との連携も可能。

• かつては、「C材は1㎥3,000円買取＋3,000円の地域通貨補填」というパターンが出
来ていたが、現在はC材の市場価格が6,000円/㎥となっており、⾃治体補填も必ずし
も必要とはいえない。
（しかしながら、C材価格が上昇して、薪ボイラーの事業性が悪い⽅向になっている面は
ある）

⇒必ずしもC材の購入補助でなくても、⾃治体の⽀援は必要。 20



小規模搬出の技術
• 土佐の森⽅式
• 林内作業⾞などの軽ウインチを使⽤
• 専門的な技術・知識がなくても、⽐較的簡単

かつ安全に集材可能
• 最低⼈員は5⼈

林内作業⾞

土佐の森救援隊が開発した
軽架線セット

• マッシュプーリー
• スタティックロープを⽤いた架線
• ロープの継ぎ⾜しで⻑距離搬出も可
• 搬器を前後に稼働するエンジン
• 荷物吊り具（搬器）

ロープのため、
屈曲点も通過可能

21

左：「フォークリフトで二段に積み重ねることが可能なように」受け口あり。
（奈良県天川村の例）
右：樹脂パレットに骨組みをつけたタイプ。（青森県新郷村の例）
⇒いずれも、2万円～5万円/1ラックで製造

特注薪ラックの例

22



地域住⺠による搬出の例

集材機器 ロープウインチ マッシュプーリー 林内作業⾞

写真

特徴 ロープを使⽤するため
安全かつ小型エンジン
のため持ち運びが⽐較

的軽い。

エンジン動⼒でプー
リーを動かすため⼈の
手での調整の必要が
なく上げ荷・下げ荷と
もに安全、カーブにも
対応可能な架線

フォワーダの機能も併せ
持ち⽐較的動⼒も⼤
きく使い勝手の良い機

械。

人員体制 ２名〜 ２名〜 ３名〜
価格 約50万円 約100万円 約400万円
普及度 多い 少ない 多い

土佐の森⽅式

24
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オペレーター 荷降し 荷積み

マッシュプーリー

26
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令和３年度 地域内エコシステムモデル構築
地域集合研修

みどり市における
⽊質バイオマス利⽤拡⼤に向けた検討

所 属 群馬県みどり市
氏 名 岩間 哲士

（産業観光部次⻑）

１

49,895人（R3年9月末）人口 わたらせ渓谷鐵道 大間々祇園まつり

位置等

富弘美術館

岩宿遺跡

銅街道花輪宿

ボートレース桐生

群馬県東部に位置し、東京から100km圏内 （東武線で浅草から直通）

H18年に旧笠懸、大間々、東の３町村が合併して誕生

１．（１） みどり市の概要 ～輝くひと 輝くみどり 豊かな生活創造都市～

足尾銅山の銅を運ぶ宿場町や生糸の集散地、御影石の一大産地として栄えた歴史と伝統ある地域。

また、市面積の８割を占める豊かな森林を有し、これら足尾山地一帯を水源とする渡良瀬川は、かつては鉱
毒源となった時期もあったが、現在は首都圏へ安全・安心な水を供給。

産業としては、トマト・ナスなどの施設園芸農業や醤油・清酒の醸造、製麺といった食品産業も盛ん。
また、全国的な知名度もある「わたらせ渓谷鉄道」や「富弘美術館」、「岩宿遺跡」など観光資源も豊富。

20,842 ha

（森林率 79.3％）

市域面積

森林面積 16,523 ha

１．地域の紹介

２



１．（２） みどり市の森林・林業の基本データ

【市内の森林資源量】

（単位：ha）

※ 森林調査簿等より作成（10ha単位で四捨五入）

森林面積 うち人工林
行政所有 1,820 820
みどり市有林 970 320
国有林 710 420
県有林 120 60
桐生市有林 20 20
その他⺠有林 14,810 6,720
共有林 7,710 3,210
個人有林 5,930 2,800
東京農工大学 510 280
生産森林組合 470 290
その他 1,900 1,020

計 16,520 7,600

【市内の森林の所有形態】

【林業の基盤】

森林面積
（うち民有人工林）

16,523ha
（7,172ha）

蓄積量
（うち民有人工林）

478万㎥
（346万㎥）

市面積の８割にあたる約1万7千haが森林

旧・東村 （草木湖周辺） を中心に、
所有規模の大きい林家・共有林が存在するのが特徴的

（数百ha ～ １千haの所有規模のものがいくつか存在する）

また、森林経営計画の樹立済み面積は 5千ha弱 程度
（※ 面積には天然林等も含む）

林道延長
（H30末）

142.2 km

林業従事者数
（’20 農林業センサス）

22 人

森林経営計画
策定面積（H30末）

4,744 ha

３

２．応募の動機、背景
これまでのみどり市の林業振興策

◆ 地域材加工センター（ラミナ製造施設）の整備 （H27年度）

→地域内に伐採後の丸太の出口を創設 （ただし現状は赤字が累積中）

◆ ラミナ製造から生じる端材を活用した木質ペレット生産
地域内の一次産業（ミニトマト等の生産農家）にて木質ペレット利用

→ 地域内での木質資源の循環利用の流れを創出
（ペレット生産のトラブルにより順調とは言えず）

さらなる木質バイオマスの利用促進により、
・ 林業関係者の所得増大、森林整備の促進
・ 地域資源の循環利用による低炭素社会実現への貢献

今後の方向性

ペレットに限らず、
チップや薪などあらゆる形態の木質バイオマス
について可能性を追求し利用拡大を図る ４



昨年度に⾏った基礎的整理
（Ｒ２年度みどり市⽊質バイオマス利⽤可能性調査事業）

● 現状、市内で得られそうなバイオマス量
年間3,400～5,500㎥程度が発生 → 量的にはあまり多くはない

● 木質バイオマスへの転換が有望な施設の絞り込み
市内に２つある温浴施設が有望 （燃料使用量が多く、どちらも老朽化）

① 原料となる未利用材（Ｃ・Ｄ材）の量的確保
→ そのための条件整備

（担い手の確保および協力関係の構築、収集体制の整備）

実現に向けての課題

地元関係者と協議を重ね
協力関係を構築する必要

２つの温浴施設を木質バイオマスを燃料として運営して
いくとした場合に、以下のような課題を解決する必要

② 導入するボイラーと燃料種の検討 （費用試算を含む）

ボイラーに関する専門的知見や、
収支や事業性を試算できるスキルが必要

市のスタッフ
のみでは
難しい？

５

３．実施体制図（サプライチェーン）

みどり市

伐採・原木調達 燃料への加工 利用・ボイラー運営

社会福祉法人

薪倶楽部

かたくりの湯
（市営温浴施設）

市営高齢者福祉施設

地域おこし
協力隊

森林組合

地元林家

市民（有志）
技術的支援

木の駅
（ストックヤード）

自伐型林業
の講習開催

材供給

材供給

材供給
＋木の駅運営？

募集・採用
・育成

薪づくり事業

チップ化
（担い手未定）

施設運営
ボイラー
導入支援

施設運営
ボイラー
導入支援

薪供給

チップ供給

包括連携

協力依頼

６



４．今年度重視する課題と取り組み
今年度の目標・ゴール

• 未利⽤材（Ｃ・Ｄ材）の搬出・出荷に係る関係者との協⼒関係構築
• 薪の製造を依頼する障害者団体との間で将来に向けた事業構想づくり
• 市営施設へのバイオマスボイラ導入に向けた検討開始

◇現 状
• ⽊質ペレットの⽣産、施設園芸農家等にペレットボイラーを導入し市内で利⽤する
体制を構築ずみ

◇問 題
• 原料の含⽔率が⾼いためペレットの⽣産が不調
• 市内で⽊質バイオマスを活⽤する方策が⽊質ペレットしかない
• 市として、市営の温浴施設を⽊質燃料に転換していくことを考えているが、必要な
⽊材を集める体制が現状ない

課 題
• 未利⽤材収集に関する関係者の合意取り付け
• いわゆる「プロ」の林業家以外にも森林整備に取り組んでもらい、より多くの未利
⽤材を集める体制づくり

• 搬出された未利⽤材を収集する場（ストックヤード）の整備と、買取りスキームの
検討

• 導入する施設ごとに適した燃料種（チップや薪）の選定とボイラーの機種選定
• 各施設への⽊質燃料の供給方法や体制

７

４．（つづき）
課題へのアプローチ方法

• 協議会（会議）

アプローチ方法の具体策
• 協⼒が得られそうな既存の林家に対し協⼒を呼びかけ（原⽊買い取り価格の相場観
について聞き取り）

• 今年度の市の予算により「⾃伐型林業」に関する講習会を開催し、市⺠の参画を呼
びかけ

• 将来的な市の構想（障害者団体による薪づくりと、温浴施設への燃料供給）への賛
同者増に向け個別に説明

実施した結果と現状
• 近隣の未利⽤材取引価格を参考にした買取り価格を提⽰したところ、⼤⼝林業家か
ら概ね了承を得る

• 障害者団体との間で、事業化に向けた今後のスケジュール、国の補助⾦の活⽤等来
年以降の進め方について合意

• 市役所内部にて、⽊質ボイラー導入の構想について説明しおおむね了解を得る
• ⽊の駅（ストックヤード）の設置場所、薪割りの作業場所や乾燥スペース等につい
て⼤まかな⾒通しをつけた

８
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公開期間：2022年3月1日～3月31日

令和3年度 林野庁補助事業
「地域内エコシステム」モデル構築事業
事業実施計画の精度向上支援

群馬県みどり市の報告

群馬県みどり市
令和３年度 地域内エコシステムモデル構築事業

成果報告

「林福連携も⾒据えた、⽊質バイオマス
による温浴施設の運営に向けた検討」

所 属 群馬県みどり市
氏 名 産業観光部次⻑

岩間 哲士

１



49,895人（R3年9月末）人口 わたらせ渓谷鐵道 大間々祇園まつり

位置等

富弘美術館

岩宿遺跡

銅街道花輪宿

ボートレース桐生

群馬県東部に位置し、東京から100km圏内 （東武線で浅草から直通）

H18年に旧笠懸、大間々、東の３町村が合併して誕生

１．（１） みどり市の概要 ～輝くひと 輝くみどり 豊かな生活創造都市～

足尾銅山の銅を運ぶ宿場町や生糸の集散地、御影石の一大産地として栄えた歴史と伝統ある地域。

また、市面積の８割を占める豊かな森林を有し、これら足尾山地一帯を水源とする渡良瀬川は、かつては鉱
毒源となった時期もあったが、現在は首都圏へ安全・安心な水を供給。

産業としては、トマト・ナスなどの施設園芸農業や醤油・清酒の醸造、製麺といった食品産業も盛ん。
また、全国的な知名度もある「わたらせ渓谷鉄道」や「富弘美術館」、「岩宿遺跡」など観光資源も豊富。

20,842 ha

（森林率 79.3％）

市域面積

森林面積 16,523 ha

１．地域の紹介

２

１．（２） みどり市の森林・林業の基本データ

【市内の森林資源量】
（単位：ha）

※ 森林調査簿等より作成（10ha単位で四捨五入）

森林面積 うち人工林
行政所有 1,820 820
みどり市有林 970 320
国有林 710 420
県有林 120 60
桐生市有林 20 20
その他⺠有林 14,810 6,720
共有林 7,710 3,210
個人有林 5,930 2,800
東京農工大学 510 280
生産森林組合 470 290
その他 1,900 1,020

計 16,520 7,600

【市内の森林の所有形態】

【林業の基盤】

森林面積
（うち民有人工林）

16,523ha
（7,172ha）

蓄積量
（うち民有人工林）

478万㎥
（346万㎥）

素材生産量
（令和２年度）

10,690㎥

市面積の８割にあたる約1万7千haが森林

旧・東村 （草木湖周辺） を中心に、
所有規模の大きい林家・共有林が存在するのが特徴的

（数百ha ～ １千haの所有規模のものがいくつか存在する）

素材生産量は年々増加傾向で推移しており、昨年度はじめて
１万㎥の大台を達成

林道延長
（H30末）

142.2 km

林業従事者数
（’20 農林業センサス）

22 人

森林経営計画
策定面積（H30末）

4,744 ha
３



２．応募の動機、背景
これまでのみどり市の林業振興策

◆ 地域材加工センター（ラミナ製造施設）の整備 （H27年度）

→地域内に伐採後の丸太の出口を創設 （ただし現状は赤字が累積中）

◆ ラミナ製造から生じる端材を活用した木質ペレット生産
地域内の一次産業（ミニトマト等の生産農家）にて木質ペレット利用

→ 地域内での木質資源の循環利用の流れを創出
（ペレット生産のトラブルにより順調とは言えず）

さらなる木質バイオマスの利用促進により、
・ 林業関係者の所得増大、森林整備の促進
・ 地域資源の循環利用による低炭素社会実現への貢献

今後の方向性

ペレットに限らず、
チップや薪などあらゆる形態の木質バイオマス
について可能性を追求し利用拡大を図る ４

本事業の採択までに⾏った基礎的整理
（Ｒ２年度みどり市⽊質バイオマス利⽤可能性調査事業）

● 現状、市内で得られそうなバイオマス量
年間3,400～5,500㎥程度が発生 → 量的にはあまり多くはない

● 木質バイオマスへの転換が有望な施設の絞り込み
市内に２つある温浴施設が有望 （燃料使用量が多く、どちらも老朽化）

① 原料となる未利用材（Ｃ・Ｄ材）の量的確保
→ そのための条件整備

（担い手の確保および協力関係の構築、収集体制の整備）

実現に向けての課題

地元関係者と協議を重ね
協力関係を構築する必要

２つの温浴施設を木質バイオマスを燃料として運営して
いくとした場合に、以下のような課題を解決する必要

② 導入するボイラーと燃料種の検討 （費用試算を含む）

ボイラーに関する専門的知見や、
収支や事業性を試算できるスキルが必要

市のスタッフ
のみでは
難しい？

５



３．実施体制図（サプライチェーン）

みどり市

伐採・原木調達 燃料への加工 利用・ボイラー運営

薪倶楽部

かたくりの湯
（市営温浴施設）

地域おこし
協力隊

森林組合

地元林家

市民（有志）
技術的支援

木の駅
（ストックヤード）

自伐型林業
の講習開催

材供給

材供給

材供給
＋木の駅運営？

募集・採用
・育成

薪づくり事業

チップ化
（担い手未定）

施設運営
ボイラー
導入支援

施設運営
ボイラー
導入支援

薪供給

チップ供給

包括連携

協力依頼

６

※赤字部分が今年度取り組んだもの

社会福祉法人

市営高齢者福祉施設

市営の温浴施設における燃料供給・ボイラー運営体制（将来的な事業案）

木の駅
プロジェクト

・市有施設
・廃校跡地 等を有効活用

薪割り ・乾燥

新たな温浴施設

薪ボイラー

障害者施設と
連携・委託

みどり市
運営委託

委託費

施設 運営

地域資源
の活用

+

低炭素社
会貢献

給湯

端材・
間伐材

障害者雇
用の創出

地域住⺠の
健康づくり

７



市関連施設
（例：温浴施設など）

市⺠参画での⽊質バイオマスの供給（⽊の駅プロジェクト等）による市関連施設のボイラー運営構想

期待される効果：地域資源の域内循環 ＋ 地域経済の域内循環
市⺠参画による森林整備・低炭素社会の推進

（「林福連携」による障害者の働く場の創出 ほか）

低質材・
林地残材

集積所・
ストックヤード

運営協議会（仮）
森林

所有者

代金支払い
（5000~7000円/トン）

地域通貨等で支払い

市

運営委託

地元商店等

地元で商品購入

地元資源による
経済価値の循環

買取代金の
補助

¥○○○

集出荷量の集計、資金の出
納、地域通貨の管理 など

運営・管
理 燃料代金

（3000円/トン程度）

地元の働き
口

として貢献

ボイラーの運営
薪等の投入

業務を事業化

木材の流れ
資金の流れ
事務の流れ

特別支援学校 等

薪割り・
チップ化

森林組合・
製材業者

製材端材等

ボイラーの
運営委託

（委託料）

８

４．今年度最も重視した課題と結果

• 社会福祉法人による薪づくり事業の実現に向けた具体的ステップ
の検討のほか、⺠間事業者との協⼒関係構築

• 今後の⽊質バイオマス（Ｃ・Ｄ材）確保に向けた動き

９

林野庁の「森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦」を活⽤し、
⾥⼭整備をしながらスキルの習得と機材の調達を並⾏して進
める方向に （ロードマップは後述）

⾃伐型林業の講習会を今年度から開催し、市⺠レベルの担い⼿増加
を図る取り組みを開始したところ（結果的にはコロナのため来年度に順延）

既存事業者との間で、市外に販売しているC・D材の市内での買取
について、設定価格をどの程度とすべきか話し合いを進めた



（４．つづき）
• 本事業の⼀環で⾏われた先進地視察（北軽井沢 (株)きたもっく）
に参加させていただき、地域全体で⽊質資源の有効活⽤を図って
いる状況や、薪原⽊の中からも⽤材として使えるものを製材し、
広葉樹の利⽤と併せ収益を⾼める努⼒の様⼦をうかがいました。

10

５．今後の取り組みや展開

• 令和４年度は、社会福祉法人において、⾥⼭整備と薪づくりを試
⾏的に開始する。この中で、作業に必要なスキルの習得等に努め
つつ、将来的に薪づくりを事業化し市営温浴施設の薪ボイラーに
供給するとして、どの程度の量を処理できそうか⾒通しを⽴てて
いく。

• もう⼀方の課題である、市営⾼齢者福祉施設への⽊質ボイラー導
⼊については、令和４年度中に「ボイラー等の機種選定」「乾燥
チップの製造方法」「原⽊の収集方法」等を具体的に詰め、ハー
ド整備の補助⾦申請に向けた計画策定を本格化する予定。

１１



令和４年度以降の事業ロードマップ（案）

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

みどり市

自伐林業
講習

木の駅
プロジェクト

市営
温浴施設
移転新設

社会福祉
法人

薪づくり
事業

交付金を
活用した
里山整備

高齢者
福祉施設

チップ
ボイラー

導入

自伐講習の実施、市⺠の担い⼿養成

・木の駅設置
・原木買取開始

以後も継続？

・自伐林家等から原木買取りを継続
・社会福祉法人への供給、チップボイラの燃料に

以後も場所を変えて継続？市有林の里山整備実施

自施設向けに試験的に薪づくり（練習）
子ども食堂等の運営開始 事業として

薪生産を開始
（市に販売）

・薪生産の本格化
・薪ボイラー運営

新たな温浴施設
の運営開始

運営開始に向け
薪の買取り開始

原木供給

薪供給

原木供給
機材購入資金

薪供給・ボイラー運
営

・場所選定
・機材調達準備

市⺠の自伐グループ
による原木搬出

１2

チッパ、乾燥機、
ボイラー等の
機種選定、
チップ製造試験

・補助金申請
・ハード整備の実行
・原木買取体制整備
・ボイラー運用開始

以後、ボイラー運営を継続補助金
申請準備、
計画策定

６．思い・気づき・発⾒等
• みどり市では、市⺠、特に障害者団体などと連携した事業構築を
目指しているため、⾏政の思い描くようなスピードで事業を進め
るのは難しいと感じる。

• しかしながら、⽊質バイオマスのような地域資源の活⽤に当たっ
ては、事業の担い⼿がいかに継続的に取り組めるか、（彼らの意
欲やスキルの醸成も含め）きちんと地域に根ざした体制を作れる
かがポイントではないかと考えている。そのためにも、関係者の
合意形成に向けた調整だけでなく、技能・スキルの習得など時間
がかかる部分についても、担い⼿となる団体等に寄り添い伴走し
ていく必要があるか。

• そのような考えのもと、しっかり地固めをしながら来年度以降も
事業構築に向け取り組んで⾏きたい。 13



 

3.  総括 

 

  まとめ  

 

本事業では、市内の林業事業体や社会福祉法人等の多様なプレイヤーと連携した林地残

材の集荷・薪製造事業の検討について取り組みました。 

市内では、既に旧・東村地区で製材事業・ペレット製造が行われていますが、本事業に

よってみどり市の森林・林業に関わる人々の裾野を広げ、みどり市の豊富な森林資源を地

域のインフラとして根付かせていくことを目指しています。 

検討の結果、具体的な事業案として、以下の 3 点を行うことを想定しています。 

 

①木の駅プロジェクト 

みどり市内で発生する林地残材等の未利用となっている木材を集荷・購入し、一般市

民も参加できる森林資源活用の体制を整えます。 

②社会福祉法人と連携した薪製造 

木の駅プロジェクト等で集荷した木材を薪として加工します。また、薪製造は、社会

福祉法人が行い、施設に通う障がい者の雇用創出につなげます。 

③公共施設での薪ボイラー利用 

製造された薪は、今後新設を予定している公共施設（温浴施設）に導入する薪ボイラ

ーで利用します。薪を施設の給湯や暖房のエネルギー源とすることで、低炭素なまち

づくりに貢献していきます。 



 

 

 

◆木の駅プロジェクトについて 

みどり市では、旧・東村地区を中心に、森林組合を始め複数の林業事業体が存在しま

す。 

みどり市が実施した令和 2 年度の木質バイオマス利用に関わる調査では、市内で利用可

能な林地残材が年間 3,400～5,500 ㎥程度発生していると推計されており、これらは未利

用のまま森林内に放置されている状況です。 

市内の事業者等と話し合いをしてきた中では、市周辺の低質材丸太の取引価格と比較し

てある程度有利な価格設定がなされるのであれば、木の駅への出荷を通じた協力は可能で

あるとの意見がありました。今後、買い取りのための木の駅プロジェクトの候補地の探

索、木材の購入の量、買取りの頻度や価格など詳細を協議していく予定としています。 

 

また、旧・東村地区以外の旧・笠懸町地区や旧・大間々町地区では市街化が進み、一部

に森林や里山が残る状況となっています。 

図 3-1 みどり市における木の駅プロジェクト～薪ボイラーのイメージ図 



 

これら森林や里山を整備・維持していくために、みどり市農林課では、別事業として自

伐型林業の講習会を今年度から開催し、市民レベルの担い手増加を図る取り組みを開始し

たところです。（結果的には、一部はコロナのため来年度に順延となりました。） 

今後も、市民レベルに森林整備の担い手の裾野を広げるきっかけとなるよう、講習会を

継続する予定です。この講習の修了者の皆さんが里山整備等に取り組み、搬出されてくる

間伐木等を木の駅で買い取っていくことで、地域内で資源と貨幣価値を循環させていくこ

ととしています。 

 

◆薪づくりと薪ボイラー 

 

市内の社会福祉法人では、かねてより障がい者支援施設などを運営してきましたが、新

たに施設を整備し、地域のこども達の第三の居場所として、また、地域住民の交流の場と

して、令和４年３月から運営を開始することとしています。 

この新しい施設には、こども食堂やギャラリーのほか、ピザ窯や小規模な薪ボイラーに

よる足湯など、薪を活用する設備が整備されており、多様なモノとヒトの交流・発展を目

指した活動を予定しています。 

今後は、林野庁の「森林・山村多面的機能発揮対策交付金」を活用して地域の里山整備

に取り組み、ここから得られる間伐木で施設に必要な薪づくりを試行していく予定です。

将来的には、薪づくりを障がい者でも取り組める事業として拡大させていくことも見込ん

でいます。 

 

また、薪ボイラーの導入を予定している市営の温浴施設は、現在建替えの計画策定が進

んでおり、早ければ令和 8 年度の竣工を予定しています。 

竣工までに、薪づくりと薪ボイラー利用の体制を整え、スムーズな事業開始につなげて

いく予定です。 

 

  今後の展開 

本事業による支援内容等について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。  

 

令和４年度は、社会福祉法人において、里山整備と薪づくりを試行的に開始します。こ

の中で、作業に必要なスキルの習得等に努めつつ、将来的に薪づくりを事業化し温浴施設



 

の薪ボイラーに供給していけるか、事業化の見通しを立てていきます。里山整備、薪づく

り等にみどり市周辺の事業者や専門家も参加し、定期的な活動報告を予定しています。 

また、みどり市農林課において自伐型林業の講習を継続的に実施し、森林や里山の整備

の担い手の養成に努めていく予定です。 

 

これらの多様なプレイヤーによる森林・里山整備の醸成と並行し、木の駅プロジェクト

の実現に向けて、集荷場所（ストックヤード）の選定や実施主体の組織立上げを行う予定

です。 

南北に長いみどり市の地勢に加えて、薪ボイラー導入を予定している温浴施設の建設予

定地と市内の森林が多い地区は距離的に離れているため、木の駅プロジェクトの集荷場所

と薪製造の場所を別に設置し、運搬や集荷作業の効率化をしていく必要があります。 

今後は、地区ごとの集荷場所の設定や、想定される集荷量に応じた機材の選定など、詳

細な検討を行う予定です。 

 

また、今年度検討した温浴施設のほかに、市営の高齢者福祉施設でも化石燃料ボイラー

の老朽化が進んでおり、木質バイオマスボイラー導入の可否を検討していくこととしてい

ます。当該施設については、令和４年度中に「薪やチップ等の燃料の選択」「原木の収集

方法」等を具体的にした計画策定を行う予定です。 

図 3-2 みどり市の今後の取組みスケジュール 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度木材需要の創出・輸出力強化対策事業のうち 

「地域内エコシステム」推進事業 

 

群馬県みどり市 

「地域内エコシステム」モデル構築事業のうち 

事業実施計画の精度向上支援 
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